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外来研修で、救急現場で、 
なにをどんなふうに教えればよいのか。 
また、指導医が心がけなければならないこととは？ 

米国の臨床医学教育では当たり前な、病歴聴取・身体所見、病態生理の理解から鑑別診
断に至るまでのディスカッションや、さらには判断の「理由付け（Clinical reasoning）」を繰り
返し行なうことで、日々の臨床教育がかわる。目標とする臨床教育指導がここに。 

１部 優れた臨床指導医になるために 
●基礎篇● 
 １章 効果的なSmall group teachingの実践／津田武 
 ２章 Small group teaching sessionにおけるケース・シナリオの作り方／津田武 
 ３章 信頼をおかれる評価&思いやりあるフィードバック／岸田明博 
●実践篇●    
 ４章 基本となる症例プレゼンテーション力とその評価について／香坂俊/永井利幸 
 ５章 モーニングレポートの教育的活用／北薗英隆 
 ６章 明日からできるベッドサイド5分間ティーチング／北野夕佳 
 ７章 “失敗から学ぶ”シミュレーション教育／藤谷茂樹 
●応用篇● 
 ８章 救急現場での臨床指導／井上信明 
 ９章 外来診療現場での臨床指導――家庭医の視点から／吉岡哲也 
 １０章 倫理・終末医療カンファレンスでの指導／平岡栄治 
２部 日米の指導医に聞くー優れた臨床指導医育成の条件とは  町淳二/佐野潔/佐藤隆美/加我君孝 
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こんなに面白く、ためになるLearningは初めて！ 
評判を呼ぶNoguchi Summer Medical SchoolでのSmall group 
teachingのエッセンスをこの一冊に 
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